
終夜睡眠ポリグラフィー（入院full PSG検査）のご紹介
－ 睡眠時無呼吸症候群における持続陽圧呼吸療法の要件が緩和されました －

簡易SAS検査にてAHI30未満で入院PSG検査が必要な患者さんがいらっしゃいましたら是非
ご紹介ください。また、携帯⽤装置（簡易SAS検査装置）も導入しています。睡眠時無呼吸症候
群が疑われ、精密検査やCPAP治療に積極的な患者さんもどうぞ気軽にご紹介ください。
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2026年の診療報酬改定で睡眠時無呼吸症候群（Sleep Apnea 

Syndrome、SAS）における持続陽圧呼吸療法（Continuous Positive

Airway Pressure、CPAPによる治療）の治療要件が緩和されました。
従来のCPAP治療の要件は携帯⽤装置による検査（簡易SAS検査、
⾃宅で施⾏する検査）で無呼吸低呼吸指数（Apnea Hypopnea

Index、AHI） 40以上であったものが30以上、入院 full PSG
（Polysomnography）検査でAHI 20以上であったものが15以上へ
と緩和されました。今までより睡眠時無呼吸症候群のCPAP治療が
導入しやすくなりました。

当院では睡眠評価装置ソムノHD（フクダ電子
株式会社）を導入しています。当検査機器は従
来品と比較して高い分解能が得られ、信号の品
質の向上が図られています。またワイヤレスで
データが送信されるため、検査中も電極やセン
サーによる⾏動制限がありません。検査は通常
平日の入院で1泊2日、15時に入院いただき翌日
午前中の退院となっています。検査結果の報告
には約2週間の日数をいただいています。

PSG検査機器本体

PSG 装着時の様子
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ちなみに睡眠時無呼吸症候群の重症度は1時間あたり10秒以上の無呼吸低呼吸発作回数（AHI）が
5回以上で軽症、15回以上で中等症、30回以上で重症と診断されます。


